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１．概要（Summary） 

近年、再生医療研究の進展に伴い、細胞培養技術の

高度化が求められている。iPS 細胞を含む、各種幹細胞

は、用途によって、多能性を維持したり、あるいは、目的

の細胞への分化を促進したりする必要があるが、このよう

な培養制御を行うためには、幹細胞の成長・分化がその

培養環境にどのように影響されるかを詳しく理解する必要

がある。本研究では、細胞培養ディッシュ表面のミクロ形

状や化学組成が、細胞培養に与える影響を調べるため、

ディッシュ表面に凸凹等の形状を作製する技術を確立す

ることを目的とし、その加工に使用する金型を作成するた

め京都大学ナノハブ拠点のエッチング装置を利用した。

具体的には、昨年度と同様の表面形状を持つ金型を、シ

リコンウェハを用いて作成し、それをもとに、ミクロ・ナノイン

プリント技術を用いることにより、ディッシュの表面形状制

御を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 レジスト塗布装置、レーザ描画装置、露光装置、ドライエ

ッチング装置。 

【実験方法】 

レーザ描画装置を用いて凸パターン、凹パターンが転

写されたフォトマスクを作成した。次に、レジスト塗布装置

によってレジストを塗布したSi基板に先述のフォトマスクと

露光装置を用いてそれぞれのパターンの転写を行った。

最後に、スパッタ装置を用いて凸形状、凹形状のパター

ンニングを行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記実験によって加工した Si 基板の断面を FE-SEM

で観察した結果、幅 1.5 m、高さ 1.6  m程度の凸形状

と幅 1.5  m、高さ 1.3  m程度の凹形状を確認した。こ

の金型を用いて、ポリスチレン製培養皿に直接プレスした

結果を Fig. 1 に示す。プレス時の温度および圧力制御

により、より金型の微細構造パターンに近い形状がポリス

チレン側に転写するプレス条件を探る必要があるが、エッ

チング技術によってシリコン上に形成された微細構造は、

金型として、熱伝導性や力学的耐久性などに関して、十

分な役割を持つことが確認された。 

 

Fig. 1 Polystyrene surface pressed with the formed 

convex mold. 
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